
Windows10のサポート終了日である

まで、あとわずかとなりました。
現在大容量のデータを扱っている方や、複数台のパソコンの入替
えが必要な環境の方は、そのデータを移行するのにかかる時間や
労力の大きなコストを想像したことはあるでしょうか。

従来のデータを移行する方法
①パソコンからパソコンに
メディアで直接移行する

メリット：専門的な技術が不要なため直感的にできる

デメリット：まとめて移行すると新しいパソコンに不要なデータも入って
します。１台１台行うと非常に大きな時間のコストがかかり、労働生産性
を著しく下げるリスクがある。

②パソコンからクラウドに
移してから移行する

メリット：物理的な故障がないため安全性が高い

デメリット：容量が大きいほど非常に高い月額のランニングコストがかか
る。インターネット環境にも左右されるため、大容量データのダウンロー
ド・アップグレードに時間がかかり、社内インターネットの負担となる。

ビジネスPCの買い替えは、NASを活用したデータ移行がお勧め!

従来の方法では、大容量のデータや複数台のPCのデータ移行に不向きです!

①圧倒的に低価格!
月々のランニングコストがかからないため、クラウドより安価な運用が可能です。
②大容量（100TBまで自由に選択可能！）
クラウドは大抵が5TBまでですが、NASなら100TBまで自由にお選び頂けます。
③高いセキュリティ
スナップショットを活用したランサムウェア対策は、業界最高峰のセキュリティです。
④インターネット環境に左右されない
オンプレミス環境のNASであれば、ネット環境によって困ることはありません。
⑤ファイル整理の自動化
NAS専用プログラムによりファイル整理の自動化によって、人的コストを削減できます。

NASを活用することでデータ移行が快適になる５つのメリット!
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